
ー

栄
養
素
は
取
る
必
要
が
あ
り
ま
ｔ

同
じ
よ
う
に
水
も
た
だ
の
　
　
老
化
作
用
で
す
。
２
つ
日
は
、
生
命

の

真
水
で
は
な
く
、
海
水
に
含
ま
れ
て
い
る
電
解
質

（元
素
）
が
必
　
　
基
本
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
安
定
的
に
保

つ
　
‘
■
て

、

須
で
ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
用
（発
育
や
維
持
）
、
３
つ
日
は
、

他
の
金
属
の
過
剰
を
排
泄
す

元
素
と
は
化
学
で
習

っ
た
元
素
記
号
表
に
並
ん
で
い
る
例
の
　
　
る
解
毒
作
用

（
キ
レ
ー
ト
作
用
）
で
す
〉先
天
的
に
銅
が
代
謝
さ

水
素
か
ら
始
ま
る
ア
レ
で
す
ね
。
人
に
含
ま
れ
て
い
る
元
素
で
、　
　
れ
ず
に
体
に
た
ま
っ
て
い
く
病
気
に
ウ
イ
ル
ソ
ン
病
と
い
つ
の
が

ｋｇ
単
位
で
含
ま
れ
て
い
る
も
の
（酸
素
、
炭
素
、
水
素
、
窒
素
、

力
　
　
あ
り
、
少
年
期
に
肝
臓
や
脳
神
経
、
眼
な
ど
に
障
害
を
来
し
ま

ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
）
は
組
織
の
構
成
に
必
須
で
、
不
足
を
す
れ
ば
命
　
　
す
）こ
の
病
気
に
亜
鉛
を
投
与
す
る
と
、
銅
を
排
泄
し
て
く
れ
ま

に
関
わ
り
ま
ｔ

少
量
（
１
０
０
～
２
０
０

↓

単
位
の
も
の
（力
　
　
ｔ

ま
た
、

カ
ド
ニ
ウ
ム
や
水
銀
の
排
泄
も
促
し
て
く
れ
ま
ｔ

リ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
ク
ロ
ー
ル
＝
塩
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
硫
黄
）
　

　

さ
て
、
味
覚
障
害
は
亜
鉛
不
足
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
の

は
、
こ
れ
も
多
量
に
失
わ
れ
れ
ば
生
命
に
影
響
し
ま
ｔ

そ
れ
よ
　
　
は
ご
存
じ
で
す
か
。
味
が
弱
く
な
っ
た
り
、
し
な
く
な
っ
た
り
す

り
少
な
く
、
せ
い
ぜ
い
１
０
０
鴫
～
５

ｇ
く
ら
い
含
ま
れ
て
い
る
　
　
る
原
因

の
５。
～
６。
％
は
亜
鉛
欠
乏
に
よ
る
も
の
と
い
つ
こ
と
が

も
の
を
微
量
元
素
と
い
い
ま
す
（鉄
、
亜
鉛
、
銅
、
マ
ン
ガ
ン
）
。
こ
れ
　
　
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
配
な
方
は
、
血
液
検
査
を
し
て
み
ま
し
ょ

ら
が
不
足
す
る
と
、
直
ち
に
生
命
に
は
影
響
し
ま
せ
ん
が
、
体
調
　
　
う
。
た
だ
、
血
液
検
査
を
し
て
血
液
中

の
亜
鉛
が
正
常

で
も
、
い

に
は
影
響
し
ま
ｔ

例
え
ば
、
鉄
が
不
足
す
る
と
貧
血
に
な
る
の
　
　
ろ
い
ろ
な
薬
を
飲
ん
で
い
る
方
は
、
薬

の
影
響

で
亜
鉛
が
吸
収

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
（鉄
欠
乏
性
貧
血
）
。
マ
ン
ガ
ン
の
欠
　
　
さ
れ
に
く
か
っ
た
り
、
利
用
さ
れ
に
く
い
状
態
に
あ
り
、
味
覚
異

乏
は
、

脂
質
代
謝

の
異
常
や
骨
粗
し
ま
つ
症
に
影
響
を
及
ぼ
し
　
　
常
を
来
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
血
清
亜
鉛

の
多
寡
に
よ
ら
ず
、

長

和
　
　
　
ま
ｔ

微
量
元
素
は
ほ
ん
の
少
し
あ
れ
ば
い
い
の
で
、
通
常

の
食
　
　
亜
鉛
を
追
加
す
る
と
、
発
症
か
ら
半
年
以
内
な
ら
７
割

の
方
に

院

囃
　
　
　
事

で
十
分
摂
取

で
き
ま
す
。
た
だ
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
偏
食
、　
　
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
発
症
か
ら
半
年
以
上
た
つ
と
治

盲
ホ
　

　

ま
た
は
習
慣
的
な
消
化
不
良
、
下
痢
、
生
理
過
多

で
不
足
す
る
　
　
り
が
悪
く
な
り
ま
ｔ

味
覚
に
異
常
を
感
じ
た
ら
早
め
に
亜
鉛

こ
と
が
あ
り
ま
ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
補
充
す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
亜
鉛
が
多

ま
亜
鉛
は
体
内

の
多
く
の
部
分
に
分
布
し
て
お
り
、
特
に
肝
臓
、　
　
く
含
ま
れ
る
も
の
に
は
カ
キ
、

牛
肉
、
ブ
タ
肉
な
ど
が
あ
り
ま
す

膵
臓
、
前
立
腺
、
骨
格
筋
、

骨
に
多
く
見
ら
れ
ま
ｔ

亜
鉛

の
働
　
　
が
、
薬
も
あ
り
ま
す
よ
。

を
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診察時間が近づいたことを

価 の

診療時間 月 火 水 木 金 日'祝

午前
8:30～ 12:00 ○ ○ ○ ○ ○ 休

診午後
3:00～ 6:30 ○ ○ ○

休
診 ○ △
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